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ｒ
霧

「
安
心
で
き
る
医
療

・

介
護

・
福
社
の
ま
ち
づ

く
り
を
」
―
目
保
は
所

得
に
よ
り
、
７
割

Ｅ
５

割

・
２
割
の
減
免
、
失

業
に
も
減
免
有

▼

「昨
年

１０
月
に
共
産

党
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
の
回
答
で
、
多
く

の
市
民
が
国
保
料

・
介

護
保
険
料
の
負
担
が
重

い
と
訴
え
て
い
る
。
市

内

の
実
情

・
問
題
に
ど

う
対
処
す
る
の
か
。
」
と

の
質
問
に
、

鈴
木
市
長
は
、
「
一
般
的

な
医
療
は
も
ち
ろ
ん
、

７。
歳

以
上

の
高

齢
者

が
多

い
本
市
に
お
い
て

は
、
生
活
習
慣
病
の
予

防

・
早
期
発
見
、
リ

ハ

ビ
リ
、
在
宅
医
療
、
市

内
外
と
連
携
し
た
初
期

救
急
十
介
護
福
祉
士
と

の
連
携
や
包
括
的
な
医

療
が
大
切
。
国
保
の
減

免
で
は
、
低
所
得
者
に

対
し
、
７
割

・
５
割

・

２
割

の
減
額
、
退
職
を

余
議
な
く
さ
れ
た
場
合
、

算

定

額

を

３。
％

に
す

る
な
ど
、
申
請
に
よ
る

減
免
を
行

つ
て
い
る
。

介
護
保
険
料
も
災
害

や
失
業
の
場
合
、
減
免

や
納
付
猶
予
の
措
置
が

あ
る
。
世
帯
の
３
割
が

高
齢
者
単
身
世
帯
な
の

で
、
相
談
体
制
を
充
実

さ
せ
た
い
。

住
宅
に

つ
い
て
は
、

高
齢
者
専
用
住
宅
、
軽

費
老
人
ホ
ー
ム
、
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
が
あ
る
。

障
害
者
に

つ
い
て
は

受
け
入
れ
の
充
実
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
清

光
園
で
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
を
建
設
。
今
後
も
社

会
福
祉
法
人
と
の
連
携

を
深
め
、
家
族

の
不
安

を
解
消
す
る
た
め
、
相

談
体
制
を
充
実
さ
せ
た

い
。
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

「
夕
張
の
歴
史
的
遺
産

の
保
全
と
活
用
に
つ
い

て
～
石
炭
博
物
館
に
学

芸
員
を

目
市
民
と
と
も

に
つ
く
る
博
物
館
を
」

―
夕
張
の
歴
史
認
識
を

共
有
の
た
め
石
炭
博
物

館
連
絡
協
議
会
を
設
置

し
、
知
恵
を
集
め
た
い
。

▼

「
石
炭
博
物
館
に
学

芸
員
を
置
き
、
市
民
と

と
も
に

つ
く
る
博
物
館

の
構
想

。
実
施
を
」
と

の
質
問
に
、

『
石
炭
博
物
館
は
、
大

変
貴
重
で
、
資
料
の
収

集
や
保
全
、
ま
た
、
空

知
産
炭
地
の
代
表
と
し

て
他
地
域

の
炭
鉱
遺
産

と
も
連
携
し
て
将
来
に

わ
た

っ
て
社
会
的
価
値

を
磨

い
て
い
く
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
。
石
炭

博
物
館
連
絡
協
議
会
で

「
開
か
れ
た
博
物
館
」

を
目
指
し
た
協
議
を
し
、

市
と
指
定
管
理
者

・
市

民
の
三
者
で
機
能
を
補

完
し
あ
い
子
ど
も
の
世

張
鉄
道
保
存
会
や
歴
史

的
な
坑

闘
、
語
り
部
活

動
に
意
欲
を
持

つ
元
炭

鉱

マ
ン
な
ど
も
お
り
、

市
内
全
域
が
博
物
館
と

も
い
え
る
。

工
で
ヽヽ
ュ

ー
ジ
ア
ム
と
し
て
こ
れ

ら
を
活
用
す
べ
き
で
は

な

い
か
」
と
の
再
質
問

に
、
「市
内
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
歴
史
的
な
も
の

が
点
在
し
て
い
る
。
夕

張
の
歴
史
を
市
民
が
共

有
し
、
市
民
参
加
、
活

用
を
こ
の
会

（
石
炭
博

物
館
連
絡
協
議
会
）
で

諭
議
し
て
、
炭
鉱
で
働

い
た
人
や
豊
富
な
知
識

を
持

っ
て
い
る
人
に
サ

ポ
ー
ト
い
た
だ
く
こ
と

で
、
様

々
な
知
恵
を
集

め
た
い
。
」
と
の
答
弁
で

し
た
。

「
住
民
自
治
基
本
条
例

に
つ
い
て
市
民
と
共
に

策
定
を
」
―
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
、
ま
ず
は

市
民
参
加
の
シ
ス
テ
ム

を

つ
く
る
環
境
整
備
が

必
要

▼

「住
民
が
ど
う
や

つ

て
市
政
に
参
加
す
る
の

か
を
決
め
る
、
自
治
体

の
憲
法
と
い
わ
れ
る
住

民
自
治
基
本
条
例
を
、

新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し

た
今

こ
そ
住
民
と
共
に

作
る
べ
き
で
は
」
と
い

う
質
問
に

「
人
口
減
、
少
子
高
齢

化
、
経
済
、
多
様
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
、
効
果
的
、

効
率
的
な
市
民
参
加
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
共
同
、
多

様
な
主
体
と
の
連
携
が

必
要
だ
が
、
財
政
再
生

計
画
の
中
で
、
国
や
道

の
指
導

の
も
と
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
ま
ず

は
、
市
民
参
加
シ
ス
テ

ム
を

つ
く
る
環
境
整
備

が
必
要
。
」
と
の
答
弁
。

再
質
問
で

『新
体
制

が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

自
治
体
の
憲
法
を

つ
く

ろ
う
と
し
て
も
、
財
源

が
限
ら
れ
て
い
る
と
い

う
答
弁
。
住
民
が
市
政

に
参
加
し
、
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
も
３
百
億

を
超
す
借
金
が
妥
当
な

も
の
か
、
市
民
・
議
会

・

行
政
で
検
証
す
る
場
を

要
望
す
る
」
と
締
め
く

く
り
、
質
問
を
終
わ
り

ま
し
た
。

市
鴨
都
鍵
鰍
撫

車 活  参 行 書 事 団 産

空知振興局交渉
難競謳

率日本共産党夕張市委員会 e一メール
…

@夢面kOIn  IIP httP′ わub.lle劇9yubarir   もぜひご覧ください。



T5L麟  52-m7 2011■
「
7月 ■7日  (日 )第 14D6号て2)

油原子力発電所

７
月
１
日
、
新
婦
人

北
海
道
本
部

「泊
原
発

見
学
ツ
ア
ー
」
は
、
総

勢

４４
名

で
札

幌

駅

出

発

（夕
張
か
ら
２
名
）
。

同
行
し
て
く
れ
た
原

発
問
題
全
道
連
絡
会

の

米
谷
さ
ん
の
説
明
を
受

け
な
が
ら
、
現
地
ま
で

車
中
で
学
習
。 田謹

斑
鯉
憂
醍
憂
扉
“脚
職
洋‥‥子

は
、
報
告
さ
れ
て
い
る

だ
け
で
１
号
機

２．
件
、

２
号
機

１７
件
、
３
号
機

２
件
。
（実
際
に
は
も

つ

と
多

い
そ
う
で
あ
る
）

原
子
炉
本
体
が
老
朽

化
し
て
い
る
ン」
と
、
管

理
不
徹
底
で
安
全
性
に

は
問
題
が
あ
る
と
米
谷

さ
ん
が
資
料
に
基
づ
い

て
指
摘
。

途
中
か
ら
合
流
し
た

新
婦
人
岩
内
支
部
長
の

大
石
さ
ん
は

『
温
排
水

（
７
℃
）
で
磯
焼
け
が

生
じ
て
い
る
の
で
は
と

い
う
疑
間
も
根
強
く
、

北
電
や
道
に
よ
る
正
確

な
調
査
と
対
応
が
急
が

れ
る
」
と
話
さ
れ
た
。

現
地
で
は
、
泊
原
発

の
方
に
原
子
力
Ｐ
Ｒ
セ

ン
タ
ー

『
と
ま

り

ん

館
∵
展
望
台
等
を
案
内

し
て
も
ら

つ
た
が
、

２。

年
経

っ
て
点
検
を
し
た

と
こ
ろ
、
「ま
だ
ま
だ
使

え
る
と
「
川
珂
劇
到
司

「
「
司
剌
「
緊
急
安
全

対
策
の

一
つ
と
し
て
、

移
動
発
電
機
車
を
海
抜

じ
ら
れ
た
。
な
ぜ
そ
の

よ
う
な
必
要
が
あ
る
の

か
と
首
を
傾
げ
る
。

と
に
か
く
、
使
用
済

み
核
燃
料
の
最
終
処
理

の
技
術
が
無

い
現
状
で
、

核
の
ゴ
ミ
は
増
え
続
け

る

の
だ

か
ら
“
原
発
は

い
ら
な
い
”
の
思
い
を
強

く
し
て
帰
路
に
着
く
。

甲本共産党の地域新闘

の か 機 は
補 月 191泊
修
°
年 号 原

・ 0｀ 機 発
取 5321の
替 S号 年 運01機 ｀転
改 0は 2期
造 年 8号 間

３．

ｍ
の
所

に
配
備

し

た
」
と
自
信
あ
り
げ
に

話
す
様
子
に
は
び

つ
く

ｈ
フ
ー
・

福
島
第
１
発
電
所
発
電

所
が
未
だ
収
束

の
目
途

が
立
た
な
い
現
時
点
に

お

い
て
も
、
『
安
全
神

話
』
を
通
し
続
け
る
こ

と
に
驚

い
た
。

更
に
、
原
発
で
１
５

０
０
人
働
く
人
の
う
ち

正
社
員
は
４
６
０
人
余

り
と
聞
い
て
、
劣
悪
な

労
働
条
件
で
働
く
人
た

ち
の
多
さ
に
驚
き
、
危

険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

現
状
を
突
き

つ
け
ら
れ

スリ
。構
内
、
展
望
台

へ
の

区
域

へ
は
、
厳
重
な
本

人
確
認
と
、
携
帯
電
話

や
カ
メ
ラ
の
持
込
を
禁
FEヨ ●ロロ●●■口

「

●●■●E● ■●●●●●●●●●●●●●●●口■●●●●●●●■
=●
●E● ■●

=■
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老朽化した浄水場立て替えなどのため、水道

:料金の値上げが予定されています。浄水場の現状を見に行きませんか。

:     *日 時 =7月 23日 (土 )13時～17時         :
:     *集 合 =市役所 2階駐車場 13時          :
:     *参 加費・定員=無料・30名            :

:...…………[11摯1:肇里二監 _11口11■.…………………・・̀静J
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「油原 発 見学 ツア ー ‖に参加 され た皆 さん

水場見学

国
会
「か
け
あ
る
記
」

日
本
共
産
党

参
議
院
議
員

智

子

か
な

ら
ず

「
原
発
ゼ

ロ
」

ヘ

七
月
二
日
、
明
治
公
園
で
行
わ
れ
た
「原
発
ゼ
ご

を
め
ざ
す
集
会

に
は
、
全
国
か
ら
二
万
人
を
，」え
る
人
が
集
い
、
熱
気
で
あ
ふ
れ
ま
し

た
。
北
海
道
か
ら
参
加
し
た
み
な
さ
ん
と
も
交
流
。
福
島
県
か
ら

も
、
一二
〇
〇
人
を
，」え
て
、
避
難
先
か
ら
集
会
に
来
た
と
な
り
人
も

い
ま
し
た
。

福
島
の
テ
ン
ト
を
回
る
と
、
産
直
の
果
物
や
ジ
ュ
ー
ス
、
物
品
の
中

に
、
「ま
で
い
の
力
」
と
な
つ
飯
館
村
の
ま
ち
づ
く
り
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
本
が
あ
り
ま
し
た
。
飯
館
村
は
、
合
併
せ
ず
に
、
独
自
の
ま
ち
づ
く

り
に
と
り
く
ん
で
い
た
の
で
す
。
「ま
で
い
」
と
は
「真
手
」
と
い
つ
古
語

が
語
源
で
「両
手
で
」
の
意
味
。
手
間
ひ
ま
結
し
ま
ず
丁
寧
に
心
を
こ

め
て
と
い
り
意
味
だ
そ
う
で
す
。

そ
う
な
え
ば
、
私
の
母
も
「あ
の
人
は
‥
人
‥
・、
）な
人
だ
ね
」
と
話

し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
飯
館
村
の
「ま
で
い
フ
イ
フ
」
の
メ

ツ
セ
ー
ジ
は
『暮
ら
し
方
を
少
し
変
え
て
み
よ
う
、
戦
後

一
貫
し
て
大

量
生
産
、
大
量
消
費
、
大
量
廃
葉
に
よ
つ
て
作
ら
れ
て
き
た
今
日
の

日
本
経
済
の
中
に
、
少
し
ス
ピ
ー
ド
を
ゆ
る
め
て
み
よ
う
。
走
つ
て
い
る

人
は
、
歩
く
。
歩
い
て
い
る
人
は
立
ち
止
ま
る
。
エエ
ち
止
ま
っ
た
人
は

じ
や
が
ん
で
み
る
。
そ
う
す
る
と
足
元
の
花
の
美
し
さ
が
見
え
て
く

る
‥
こ
。
も
う

一
つ
は
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
み
よ
う
と
い

，つ
こ
ル
ゝ

村
民
み
ん
な
で
取
り
組
ん
で
い
る
、
ま
さ
に
そ
の
途
上
で
、
今
回
の

震
災
、
原
発
事
故
に
あ
い
、
村
ぐ
る
み
で
ふ
る
さ
と
を
離
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
村
民
の
悔
し
さ
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
り
ま
す
。
か

な
ら
ず
帰
れ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
一
一度
と
お
き
な
い
よ
う
に
、
か
な

●

オら
ず
『「原
発
ゼ
ロ」へ。

，

一
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